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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
累計期間

第64期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 82,077 83,763 169,971

経常利益（百万円） 38 275 449

四半期純損失(△)又は

 当期純損失（△）（百万円）
△1,348 △38 △1,231

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△556 196 △567

純資産額（百万円） 19,469 19,328 19,457

総資産額（百万円） 35,723 37,588 37,997

１株当たり四半期(当期)純損失金

額(△)（円）
△32.86 △0.94 △30.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 47.1 44.3 44.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△197 1,086 155

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△784 △458 △1,264

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△455 △1,158 1,156

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
3,950 4,904 5,435

　

回次
第64期

第２四半期連結
会計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△)

　（円）　
△34.98 △1.22

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には消費税と地方消費税が含まれていない。

３．第64期第２四半期連結累計期間、第65期第２四半期連結累計期間及び第64期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載していない。

４．第64期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理している。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社の企業集団における事業の内容について重要な変更や主要な関係会社に

おける異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

  

２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成23年9月30日開催の臨時取締役会において、下記のとおり固定資産の譲渡を決議し、同日付で売買契約を

締結しました。　

  その内容は下記のとおりであります。

①譲渡の理由

　当社が営む不動産賃貸事業において駐車場・店舗用地として保有していた下記不動産を、資産活用の効率を高め

財務体質の改善を図ることを目的に譲渡することになりました。

②譲渡資産の内容

資産の内容及び所在地 帳簿価額 譲渡価額 現 況

①東京都江東区塩浜二丁目1番17

土地(宅地)：地積3,331.40㎡

②東京都江東区塩浜二丁目1番65

土地(宅地)：地積2,294.34㎡

　

1,941百万円

　

2,500百万円

　

駐車場・店舗用地

(注)物件引渡しまでに土壌改良工事費用70百万円が見込まれるため、譲渡価額からこれを控除予定です。また、地中

障害物撤去費用は確定でき次第精算予定ですが、現時点で未確定につき、これを担保するため譲渡価額のうち100

百万円の受領が当面(最長で平成25年3月29日まで)留保されます。

③譲渡先の概要

　　　　　譲渡先は国内不動産会社であり、譲渡先と当社の間には記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係はありません。

④譲渡日程

　 平成23年9月30日　　　　臨時取締役会決議

　　　 　平成23年9月30日　　　　売買契約書締結

　　　   平成24年3月30日(予定)　物件引渡し
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(１)業績及び経営成績の分析

　当第2四半期連結累計期間における国内経済は、東日本大震災、電力供給不足、放射能漏れ、株安円高等の影響によ

り依然として不透明な状況が続きました。

　当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場業界では、東北地方太平洋沿岸地域の水産物の入荷が大幅に

減少しましたが、冷凍水産物の需要が増して全体として魚価高の傾向となり、また、懸念された消費需要の低下につ

いては一部に回復傾向が見られましたが、消費マインドは依然として低迷したまま推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループの売上高は83,763百万円(前年同期比2.1％増)となり、粗利益率の向上等に

よって営業利益は104百万円(前年同期は156百万円の営業損失)、経常利益は275百万円(前年同期比613.0％増)とな

りましたが、連結子会社において貸倒引当金繰入額の特別損失の計上等があり、さらに法人税等および少数株主利

益を控除して、四半期純損益は38百万円(前年同期は1,348百万円の純損失)の純損失となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　水産物卸売事業における売上高は、取扱数量が減少したものの一部魚価高に支えられ81,438百万円(前年同期比

1.9％増)、営業損益は前年同期に比べ損失幅が縮小し133百万円の営業損失(前年同期は営業損失328百万円)とな

り、冷蔵倉庫事業における売上高は増設した冷蔵倉庫の稼動等により2,007百万円(前年同期比11.8％増)、営業利益

は83百万円(前年同期比134.6％増)となり、不動産賃貸事業における売上高は142百万円(前年同期比10.0％減)、営

業利益は138百万円(前年同期比9.6％減)となり、荷役事業における売上高は174百万円(前年同期比1.4％減)、営業

利益は10百万円(前年同期は営業損失25百万円)となりました。

(２)キャッシュ・フロー

　当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は4,904百万円となり、前連結

会計年度末と比べ530百万円の減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、1,086百万円（前年同期は、197百万円の支出）となりました。主な支出要因は売

上債権の増加額421百万円などがありましたが、主な収入要因として荷主前渡金の減少額129百万円、たな卸資産の

減少額580百万円及び仕入債務の増加額272百万円などがあります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、458百万円（前年同期比41.5％減）となりました。主な収入の要因は貸付金の回

収による収入1,770百万円などがありましたが、主な支出の要因として有形固定資産の取得による支出370百万円及

び貸付による支出2,006百万円などがあります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、1,158百万円（前年同期比154.3％増）となりました。これは主に借入金の純減に

よるものです。

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第2四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(４)研究開発活動

　　該当事項なし。 

(５)財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、売上債権等の増加はありましたが、商品、現金及び預金等の減少により、

前期比409百万円減の37,588百万円となりました。負債につきましては、借入金等の減少があり、前期末比280百万円

減の18,259百万円となりました。

　純資産は、その他有価証券評価差額金の増加はありましたが、剰余金の配当等により、129百万円減の19,328百万円

となり、自己資本比率は44.3％となりました。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 62,400,000

計 62,400,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 43,153,000 43,153,000
東京証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式で、

単元株式数は1,000株であ

る。　

計 43,153,000 43,153,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項なし。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日 
－ 43,153,000 － 2,995 － 1,337
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本水産株式会社　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

東京都千代田区大手町２丁目６―２　　　　　

　　
    4,796 11.11

株式会社足利本店　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
宮城県気仙沼市本郷９―４　　　　　　　　　    2,880 6.68

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　　

　　　　　　　　　　　　　　　

東京都千代田区丸の内２丁目７番１号　　　

　　　
 2,035 4.72

株式会社みずほ銀行　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

東京都千代田区内幸町１丁目１番５号　　　

　　　　　
 2,035 4.72

日本マグロ資源研究所株式会社

　　　　　　　
鹿児島県大島郡宇検村大字名柄１３７１  1,013 2.35

株式会社極洋　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　
東京都港区赤坂３丁目３―５　　　　　　　　　　  1,006 2.33

東洋水産株式会社　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

東京都港区港南２丁目１３―４０　　　　　　　

　
810 1.88

中央魚類従業員持株会　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
東京都中央区築地５丁目２―１　　　　　　　　　 797 1.85

伊藤 裕康　　　　　　　 東京都千代田区 697 1.62

ＣＢＮＹ　ＤＦＡ　ＩＮＴＬ　Ｓ

ＭＡＬＬ　ＣＡＰ　ⅤＡＬＵＥ　

ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ(常任代理

人　シティバンク銀行株式会社)

　　　　　　　　　　　　　　　　

1299 OCEAN AVENUE, 11F, SANTA MONICA,

CA 90401 USA(東京都品川区東品川２丁目

３番１４号)　　　　　　

664 1.54

計 －　    16,734 38.78

　　（注） 当社は自己株式2,122千株を保有しているが、上記株主から除いている。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  2,122,000 －

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式で、単元株式数は

1,000株である。

完全議決権株式（その他） 普通株式 40,835,000 40,835 同上

単元未満株式 普通株式    196,000 － 同上

発行済株式総数 43,153,000 － －

総株主の議決権 － 40,835 －
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②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）  　 － 　     

中央魚類株式会社
東京都中央区築地

５－２－１
2,122,000 － 2,122,000        4.92

計 － 2,122,000 － 2,122,000           4.92

 

２【役員の状況】

  該当事項なし。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人　和宏事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,095 4,583

受取手形及び売掛金 8,813 9,235

前渡金 160 30

商品 5,348 4,768

原材料及び貯蔵品 11 10

預け金 635 467

その他 1,751 1,706

貸倒引当金 △799 △757

流動資産合計 21,016 20,043

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,518 5,592

土地 3,974 3,974

その他（純額） 1,248 1,243

有形固定資産合計 10,741 10,810

無形固定資産

その他 1,481 1,486

無形固定資産合計 1,481 1,486

投資その他の資産

投資有価証券 3,804 3,960

長期貸付金 470 777

繰延税金資産 228 226

その他 716 902

貸倒引当金 △461 △620

投資その他の資産合計 4,758 5,246

固定資産合計 16,980 17,544

資産合計 37,997 37,588
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,801 7,074

短期借入金 4,320 3,720

未払法人税等 46 114

引当金 199 234

その他 1,563 1,736

流動負債合計 12,930 12,879

固定負債

長期借入金 1,600 1,440

長期未払金 178 169

繰延税金負債 785 785

退職給付引当金 1,597 1,557

役員退職慰労引当金 182 182

本社移転損失引当金 302 288

負ののれん 186 168

その他 775 788

固定負債合計 5,609 5,380

負債合計 18,539 18,259

純資産の部

株主資本

資本金 2,995 2,995

資本剰余金 1,342 1,342

利益剰余金 13,464 13,179

自己株式 △401 △401

株主資本合計 17,401 17,116

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △619 △448

その他の包括利益累計額合計 △619 △448

少数株主持分 2,675 2,660

純資産合計 19,457 19,328

負債純資産合計 37,997 37,588
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 82,077 83,763

売上原価 77,844 79,294

売上総利益 4,233 4,469

販売費及び一般管理費 ※
 4,389

※
 4,364

営業利益又は営業損失（△） △156 104

営業外収益

受取利息 33 23

受取配当金 89 93

その他 101 85

営業外収益合計 224 202

営業外費用

支払利息 26 29

その他 3 1

営業外費用合計 29 31

経常利益 38 275

特別利益

貸倒引当金戻入額 213 13

受取保険金 － 4

本社移転損失引当金戻入額 － 13

特別利益合計 213 31

特別損失

投資有価証券評価損 1,474 19

貸倒引当金繰入額 － 142

前期損益修正損 7 －

退職特別加算金 13 －

その他 0 0

特別損失合計 1,495 162

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,242 144

法人税等 65 119

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,308 24

少数株主利益 39 63

四半期純損失（△） △1,348 △38
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,308 24

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 752 171

その他の包括利益合計 752 171

四半期包括利益 △556 196

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △595 133

少数株主に係る四半期包括利益 39 63
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,242 144

減価償却費 316 368

負ののれん償却額 △17 △17

引当金の増減額（△は減少） △186 △19

貸倒引当金の増減額（△は減少） △214 117

受取利息及び受取配当金 △123 △116

支払利息 26 29

投資有価証券評価損益（△は益） 1,474 19

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） 388 △421

前渡金の増減額（△は増加） △253 129

たな卸資産の増減額（△は増加） △158 580

仕入債務の増減額（△は減少） △362 272

長期未払金の増減額（△は減少） 178 △9

その他 △66 △43

小計 △241 1,034

利息及び配当金の受取額 123 116

利息の支払額 △26 △26

法人税等の支払額 △52 △38

営業活動によるキャッシュ・フロー △197 1,086

投資活動によるキャッシュ・フロー

預け金の減少による収入 200 150

有形固定資産の取得による支出 △758 △370

無形固定資産の取得による支出 △3 △5

投資有価証券の取得による支出 △90 △2

貸付けによる支出 △1,070 △2,006

貸付金の回収による収入 941 1,770

その他 △4 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △784 △458

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50 △600

長期借入れによる収入 － 2

長期借入金の返済による支出 △168 △199

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △15 △35

配当金の支払額 △246 △246

少数株主への配当金の支払額 △75 △79

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △455 △1,158

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,437 △530

現金及び現金同等物の期首残高 5,388 5,435

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,950

※
 4,904
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。

　　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

債務保証を行っている。　

　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

債務保証を行っている。

　従業員（住宅資金） 12百万円

　オーシャンステージ㈱ 192百万円

　従業員（住宅資金） 10百万円

　オーシャンステージ㈱ 36百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　のとおりである。 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　のとおりである。 

　運搬費・保管料 696百万円

　市場使用料 241 　

　完納奨励金・出荷奨励金 216 　

　給与手当 1,681 　

　賞与引当金繰入額 159 　

　運搬費・保管料 739百万円

　市場使用料 238 　

　完納奨励金・出荷奨励金 195 　

　給与手当 1,659 　

　賞与引当金繰入額 147 　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年9月30日現在） （平成23年9月30日現在）

　 （百万円）

　現金及び預金勘定 3,972

　預け金 123

　預入期間が3か月を超える定期預金 △145

　現金及び現金同等物 3,950

 

　 （百万円）

　現金及び預金勘定 4,583

　預け金 467

　預入期間が3か月を超える定期預金 △145

　現金及び現金同等物 4,904

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

　平成22年6月29日

　定時株主総会
　普通株式 246 6 平成22年3月31日平成22年6月30日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

　平成23年6月29日

　定時株主総会
　普通株式 246 6 平成23年3月31日平成23年6月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日　至 平成22年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位:百万円）

　 報告セグメント
調整額

(注)1

四半期連結

損益計算書

計上額(注)2
　

水産物

卸売事業

冷蔵倉庫

事業

不動産

賃貸事業
荷役事業 計

　売上高 　 　 　 　 　   

　外部顧客への売上高 79,9461,795 158 176 82,077 － 82,077

　セグメント間の内部

　の売上高又は振替高
－ 46 93 244 384 △384 －

　計 79,9461,842 251 421 82,462 △384 82,077

　セグメント利益又は

　損失(△)
△328 35 152 △25 △165 9 △156

（注）1.セグメント利益又は損失(△)の調整額９百万円は、セグメント間取引消去の金額である。

　　　2.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っている。　

　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項なし。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成23年4月1日　至 平成23年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位:百万円）

　 報告セグメント
調整額

(注)1

四半期連結

損益計算書

計上額(注)2
　

水産物

卸売事業

冷蔵倉庫

事業

不動産

賃貸事業
荷役事業 計

　売上高 　 　 　 　 　   

　外部顧客への売上高 81,4382,007 142 174 83,763 － 83,763

　セグメント間の内部

　の売上高又は振替高
－ 52 93 236 382 △382 －

　計 81,4382,060 235 410 84,146 △382 83,763

　セグメント利益又は

　損失(△)
△133 83 138 10 98 6 104

（注）1.セグメント利益又は損失(△)の調整額６百万円は、セグメント間取引消去の金額である。

　　　2.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。　

　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項なし。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △32円86銭 △0円94銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（△）（百万円） △1,348 △38

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（百万円）
△1,348 △38

普通株式の期中平均株式数（千株） 41,033 41,031

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載していない。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項なし。

 

２【その他】

　該当事項なし。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

中央魚類株式会社

取締役会　御中

監査法人      和宏事務所

 
代表　社員
業務執行社員

 公認会計士 塩崎　省三　　印

 
代表　社員
業務執行社員

 公認会計士 入沢　頼二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央魚類株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中央魚類株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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